
 

【参考】 
 

■福岡県パラスポーツタレント発掘・育成事業 

フクオカ・パラスター・プロジェクト（F-STAR）について 
 

福岡県パラスポーツタレント発掘・育成事業「フクオカ・パラスター・プロジェクト 

（F－STAR）」は、県内の障がいのある方を対象に、未来のパラリンピアンになる可能性を 

秘めた選手を見つけ出し、育成するプロジェクトです。 

 

１ 目 的   

パラスポーツに対する優れた素質や潜在的な能力を持つ者を発掘・育成する仕組みを構築

し、本県から世界で活躍できるパラアスリートを継続的に輩出する。 

 

２ 主 催 

  福岡県、一般社団法人福岡県障がい者スポーツ協会 

 

３ 事業概要 

（１）パラスポーツタレント発掘・育成事業の全体構成 

   この事業では、選手を発掘・育成する過程を、知る・ふれる、見つける、育てる、活かす

の４つの段階で実施。 

段階 内容 

知る・ふれる 
全ての障がいのある方に、パラスポーツの情報を届ける 

様々なパラスポーツを体験できる機会を創出 

見つける（発掘） 優れた素質や、潜在的な能力を有する選手を発掘 

育てる（育成） 発掘した選手を育成・強化するためのプログラムを企画・実施 

活かす（パスウェイ） 
育成した選手を中央競技団体へつなぐ等、選手が世界で活躍で

きる機会を提供 

 

（２）令和５年度事業計画 

① 令和５年度育成プログラムの実施 

昨年度の測定会の結果、選考された選手３５名（令和５年９月時点：３４名在籍。怪我

により１名辞退）が対象。育成１年目は、選手の可能性を広げる観点から特定の競技を絞

らずに、障がい種別や競技の特性を踏まえ、下記の部門ごとに育成プログラムを実施。 

 

〔育成プログラム内容〕 

○体力・運動能力の開発を行う練習会の実施 

○知的プログラムの実施 

スポーツ理論（運動生理学や食育）、パラリンピズムなど、特別講師を招聘し、アスリ

ートに必要な専門知識や技能を身につける研修を実施 

   

 

 

 

部 門 受講生数 育成対象競技 

車いす競技部門  ３名 陸上、バスケットボール、バドミントン、テニス 

肢体競技部門（立位）  ２名 陸上、バドミントン 

視覚競技部門  ２名 ゴールボール、陸上 

知的競技部門 １６名 陸上 

水泳競技部門  ６名 水泳 

ボッチャ競技部門  ５名 ボッチャ 



 

② 令和５年度の測定会等の実施（令和４年度に引き続き実施） 

測定会（１次選考）・競技相談を実施（県内６地区） 

 

〔測定会〕 

形態測定（身長、体重等）、体力測定（20ｍ走、ボール投げ等）を実施 

（※）水泳希望者：泳力測定（４泳法）を実施 

 

〔競技相談〕 

競技団体による競技内容、活動状況等の競技相談を実施 

 

 

【測定会（１次選考）・競技相談日程】 

 

○上記の測定会（１次選考）で選出された参加者に対し、２次選考（令和６年１月頃）を実施 

 
 

地 区 日 程 場 所 

北九州 令和 5年 6月 25 日（日） 北九州市立大学 体育館 

南筑後 令和 5年 7月 08 日（土） 筑後広域公園 体育館・プール（※） 

福 岡 令和 5年 8月 26 日（土） クローバープラザ 体育館・プール（※） 

北筑後 令和 5年 9月 30 日（土） 久留米総合スポーツセンター メインアリーナ 

筑 豊 令和 5年 10 月 14 日（土） サン・アビリティーズいいづか 

京 築 令和 5年 11 月 23 日（木・祝） 行橋市民体育館アリーナ 


